
挑戦    るす 次世代型クリーンシステム
業種・企業規模超え受注拡大

最高峰のＩＳＯ・１で廉価、消費電力従来比9割減、移設・増設可能など評価される

興研が開発したオープン型のクリーンシステム「KOACH（コーチ）」の納入実績が増えている。
従来のクリーンルームに比べ、導入コストやランニングコストを大幅に低減でき、清浄度はＩＳＯ
（国際標準化機構）クラス１という世界最上級。しかも、設置後でも移設・増設が可能など、革新的な
性能が評価されているもので、納入先は業種や企業規模の大小を問わず広がっている。しかし、
発売当初は従来のクリーンルームの概念を一変させた製品のため、市場の認知が進まず苦し
い時代があった。挑戦を続ける興研の酒井眞一郎会長と村川勉社長に、日刊工業新聞社の
井水治博社長が、「KOACH」が普及するまでの背景や戦略、製品への思いなどについて聞いた。

空気清浄機能と送風機能を持つ装置２台を向かい合わせ、
吹き出し面全体から風速毎秒１メートル以下の風向と風速
が均一な気流(同一ベクトル集合流)を発生させる。この気
流がフード間の中央で衝突し、始動後３０秒から数分でクリーン
ゾーンを形成する。清浄度はナノファイバーフィルター「フェ
リナ」使用時にISOクラス１。囲いがないため作業性を向上
できる。２台１組の構造で、密閉設備が不要。設置時の大掛
かりな付帯工事も不要にしている。半導体・電子部品、精密
機械、食品の製造現場などで導入が広がっている。

「KOACH」とは

　井水　最初に見た時は天井がないので目を
疑いました。しかし今や産業界の評価は非常に
高い。認知を広めるのに苦労があったのではな
いですか。
　酒井氏　開発に着手してから１２年がたちま
した。実験と試作を繰り返し、これまでにないもの
を開発しましたから、一般の方が信じないのは仕
方のないことです。展示会に出品すると、大学の
先生方に「チャレンジングな仕事をしているね」と
笑われたこともありました。
　井水　空間を密閉状態にして大型装置で清
浄・維持するのが当たり前でしたから、業界関係
者ほど驚いたのではないですか。
　村川氏　クリーンルームとは学問的にこうだと
いう理論が出来上がっていました。クリーンルーム
に詳しい方は、その理論に合わせて評価しようと
しますが、「KOACH」は今までの理論では説明
できません。百聞は一見にしかずということで、半
信半疑のまま実際にご覧になられるのですが、目
の前で、オープン型でＩＳＯクラス１レベルにきれい
になる事実に、驚く方は多かったです。
　井水　私も驚いた一人です。ところで、なぜ産
業用マスクメーカーが環境装置に取り組むことに
なったのですか。
　酒井氏　マスクが将来なくなるかもしれないと
考えたからです。その当時、厚生労働省が脱マス
クの環境改善を目的にした部署を新設したのです。
国がそうするならば、いずれ、マスクは不要になる
かもしれないと思い、環境改善事業を始めました。

　井水　まさに発想の転換ですね。環境改善事
業の柱となっている「KOACH」はどのようなきっ
かけで開発したのでしょうか。
　酒井氏　装置で同一ベクトルの集合気流をつ
くる原理ですが、実はあるメーカーが先にプッシュ・
プル型換気装置を大阪府立大学と開発して当社
もそれを販売させていただきました。ただ、これが
大きくて重たくて高価格。事業として継続が難し
かったため、当社技術者が全く別の方式で薄く軽
くした上に高性能にしたプッシュフードを開発しま
した。プッシュフードの性能が余りに高いので、こ
れにフィルターをつければクリーン空間ができるの
ではと私の素人発想で開発させてみることにしま
した。しかし、どうしてもできないというのです。とこ
ろが、半年後に技術者がまたやってきて、「いいモ
ノが出来ました」と言ってきたのです。その時は「ま
だやってたの」と妙な感心をしてしまいました。
　井水　そうした経緯で現在の「KOACH」の原
型が出来たとは知りませんでした。社員が自発的
に挑戦する社風が素晴らしい。
　酒井氏　現在の「KOACH」は、装置の両側
から真ん中の空間に向かって空気を押し出すプッ
シュ・プッシュ型です。ぶつかった空気が上下左右
などすべて外側に向くため、きれいな空間を比較
的広範につくりだすことが出来ます。開発した当
の技術者は「やけになってめちゃくちゃにやってい

たら出来た」と言っていましたよ。
　井水　なるほど。密閉しないなんて、キツネにつ
ままれたような話です。でも、そうした仕組みなら天
井は不要ですね。
　酒井氏　天井だけでなく壁もいりません。建屋
自体も不要です。ただ、４メートル以上をクリーンに
するのは、大変難しい。そこでガイドスクリーンを設
置したりユニットをつなげたりしています。連結は
技術的に難しいのですが、継ぎ目の隙間に対向
流をつくる現在の仕組みにしました。これも素人
の私の無理な注文をもとに、技術者が挑戦して実
現してくれました。
　村川氏　この仕組みが確立できたことで、短期
間での施工が可能になりました。展示会で大型の
「フロアコーチ」を展示する際には、2日で設置し１
日で解体・撤去しています。置くだけで簡単に設置
ができるので、移設や増設も容易に行えます。
ユーザー様からの拠点の移転や製造ラインの拡
張といった要望にも柔軟に対応できています。
　井水　ある意味でユーザー目線の開発が出
来たわけですね。
　酒井氏　当社はもともとフィルター屋で、マスク
の世界では圧倒的な性能を実現しています。

　酒井氏　「フィルター性能を高める」ということ
は、網の目を細かくするということでしょうか。
　酒井氏　その通りですが、ただ目を細かくする

だけでは、空気抵抗が高くなってしまいます。その
問題を解決するために、当社ではエレクトロスピニ
ング法で、超極細繊維＋永久静電気をもつフィル
ター「フェリナ」を開発しました。ＵＬＰＡフィルター
の性能で、ＨＥＰＡフィルターより空気抵抗が低い
ものです。「KOACH」の運がよかったのは、マス
クのフィルターとは別に5年程かけて開発していた
この技術が本体とちょうど同じ時期に完成し、活
用できたことです。
　井水　一般的に、企業向けの販売は関係業
界内で広まっていきますが、研究機関にはそうい
う傾向がありません。当初は大学を中心に導入が
広がったと聞きますが、事業拡大に相当時間が
かかったのではないですか。
　村川氏　研究機関の方は自分の研究に役立
つかどうかを自身で判断し、すぐに研究費確保に
対応します。一方、企業は現場で使いたい人と予
算を握っている人が異なります。当初は導入実績
も少なかったので、展示会で好評でも「社内の承
諾がとれない」ために成約に至らないケースが目
立ちました。「これで失敗したらどうしよう」と悩む
工場長もいらっしゃったようで、新参者の悲哀を味
わいました。
　こうした事情から、知名度が上がらなかったた
め、国などの顕彰・表彰制度に多数応募しました。
その中で、2015年に「第６回ものづくり日本大賞」
（経産省）で内閣総理大臣賞に選ばれたのを機
に、流れが完全に変わったと思います。
　井水　「KOACH」で「クリーンルームは密閉す
べし」という既成概念が変わりましたね。
　村川氏　全国６カ所にショールームを設置する
など、第三者の評価を高めながら、見てもらう場づ
くりを強化・拡充しました。これで全国の企業にじ
わじわと広がりました。
　酒井氏　実は導入先の４割が「KOACH」を
設置したことを非公開にしています。このため、ど

この拠点のどういう工程で活用しているか教えて
もらえないのです。「社名をださないで」と言われ
る。実績があっても宣伝に使えないので、これには
困りました。

　井水　裏を返せばそれだけのメリットがあると
いうことでしょう。皆さんが囲い込むのでは、さらな
る展開も思うようにいかないですね。
　村川氏　資金力に制約のある企業にとってク
リーンルームは高嶺の花です。しかし、「KOACH」
は置くだけですから多額の工事費はいりません。
価格も従来品に比べ相当安価ですし、省エネル
ギーなのでランニングコストも余り掛りませんので、
中小企業でも広まっています。
　井水　ところで、コロナ禍での「KOACH」事業
はいかがですか。
　村川氏　積極的な営業活動ができないの
で、正直苦戦しています。ですが、その中でも
活況なエネルギーや半導体、バイオ関連など
に加え、コロナ禍を時代の転換期ととらえ、新
しい事業にチャレンジするお客さまからのお問
い合わせが増えているように感じます。
　井水　そういった方は
「KOACH」にどのような魅
力を感じていらっしゃるの
でしょうか。
　村川氏　まず、ISOクラス1
であることです。以前は、そ
んなに高い清浄度はいらな
いと言う方も多かったですが、
クリーンルームのJIS改正もあ
り、クライアントの要求が高く
なっても対応できるとお声を
いただいています。

興研株式会社 社長 村川 勉 氏興研株式会社 会長 酒井 眞一郎氏

自発的挑戦で誕生した
プッシュ・プッシュ型

総理大臣賞受賞で流れ変わる

国内企業の競争力向上に貢献

日刊工業新聞社 社長 井水 治博

　さらに、最近では、脱炭素社会に向けた対応だ
と思いますが、低消費電力であることへの評価も
高まっています。クリーンルームは消費電力が高
いイメージがありますが、「KOACH」なら低く抑え
ることが可能です。実際に、クリーンルームを
「KOACH」に置き換えたことで、消費電力を従来
の10分の1に削減できたというお客さまもいらっ
しゃいます。
　井水　独自技術を持ち、国際競争力に優れた
中小企業は多いですから、そうした企業にとって
導入しやすいことは本当に素晴らしいことです。
　酒井氏　私は国内企業にもっと技術力で先進
してほしいと思っています。日本が一流国に戻る
にはまず、製造業が一流でないとだめです。
「KOACH」で国内企業の高付加価値化をしっ
かり支えたいと考えています。
　井水　市場の認知度が高まってきた「KOACH」
の活躍の場はさらに拡大していくものと思いま
す。また、これによって、国内企業の競争力お
よび高付加価値化が一層高まっていくことを期
待しております。そして、これから本格化するＤＸ
（デジタル・トランスフォーメーション）時代に求めら
れる“クリーンニーズ„に貢献していくでしょう。
　本日は、ありがとうございました。

日刊工業新聞社第53回十大新製品賞「本賞」
「モノづくり産業の発展や日本の国際競争力強化に役立つ製品」

第44回機械工業デザイン賞「最優秀賞（経済産業大臣賞）」
「エポックメイキングな技術開発として、潜在的な社会需要を掘り起こす
可能性を秘めている製品」

第35回優秀省エネルギー機器表彰「日本機械工業連合会会長賞」
「既存クリーンルームと比較すると約1/3の消費電力。スリープモード時は
約1/10という省エネルギー性を高く評価」

第1回ジャパン・レジリエンス・アワード（強靭化大賞）2015
「ものづくり分野 最優秀レジリエンス賞」「地震に強い、設置期間が
短いといった国土強靭化のための防災・減災への効果大」

第6回ものづくり日本大賞「内閣総理大臣賞」
「従来のクリーンルームの常識を覆しただけでなく、我が国の産業、
科学技術分野に大きな変革と新たな可能性をもたらす製品」
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